
宇城市議会だより�

��問
　
私
は
、
市
民
の
英
知
を
結

集
し
た
市
政
運
営
と
政
策
立
案

の
透
明
性
が
課
題
だ
と
思
う
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

市
が
重
要
な
政
策
を
決
め
る
と

き
に
素
案
の
段
階
か
ら
市
民
に

公
表
し
、
市
民
か
ら
の
意
見
・

情
報
を
政
策
形
成
に
反
映
し
て

い
く
制
度
で
あ
る
。
私
は
、
行

政
の
説
明
責
任
と
透
明
性
の
向

上
の
た
め
に
必
要
な
制
度
で
あ

る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。
�

市
長
　
宇
城
市
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
の
意
見
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
き

た
。
し
か
し
、
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
の
統
一
的
な

ル
ー
ル
を
確
立
し
て
い
な
い
た

め
、
こ
の
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
を
導
入
し
て
多
用
な

意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
を
確
率
す
る
意
向
で
あ
る
。
�

����問
　
学
校
侵
入
者
に
対
す
る
対

応
と
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
の

計
画
は
。
�

教
育
委
員
長
　
職
員
の
意
識
高

揚
を
図
り
、
学
校
の
安
全
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
未
実
施
施

設
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
い
。
�

問
　
地
域
で
の
安
全
体
制
づ
く

り
に
お
い
て
、
自
主
防
犯
意
識

の
高
ま
り
が
急
務
で
あ
り
、
地

域
で
の
拠
点
（
パ
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
考
え
は
ど
う
か
。
�

総
務
企
画
部
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
設
置
の
実
現
を
図
り

た
い
。
�

問
　
家
庭
で
の
子
ど
も
の
安
全

確
保
の
た
め
、
児
童
虐
待
・
Ｄ

Ｖ（
家
庭
内
暴
力
）の
早
期
発
見

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
か
。
�

福
祉
部
長
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
今
進
め
て
い
る
。
�

宇
城
市
の

宇
城
市
の�

　
政
策
立
案
に
つ
い
て

　
政
策
立
案
に
つ
い
て�

宇
城
市
の�

　
政
策
立
案
に
つ
い
て�

��

子
ど
も
の

子
ど
も
の�

　
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
安
全
確
保
に
つ
い
て�

子
ど
も
の�

　
安
全
確
保
に
つ
い
て�

��

河
野
　
一
郎
議
員�

長
谷
　
誠
一
議
員�

一 般 質 問 �
� ●この質問要約は、発言者の責任の基に質問の要旨を掲載しています。（発言順に掲載）�

�　
新
市
発
展
の
た
め
、
市
議
会

は
残
任
期
間
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
常
に
市
民
の
代
表
者
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
互
い
に
謙

虚
な
心
で
、
残
さ
れ
た
旧
五
町

の
課
題
解
決
に
努
力
し
、
新
市

の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。�

��

問
　「
布
田
川
・
日
奈
久
断
層
」

に
よ
る
直
下
型
地
震
発
生
に
対

す
る
予
測
と
対
応
・
対
策
に
つ

い
て
。�

市
長
　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
最

大
の
課
題
で
あ
る
。
宇
城
市
の

防
災
対
策
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
本
市
は
、
活
断
層
、
全
国

98
ヶ
所
中
、
地
震
発
生
確
率
10

位
の
危
険
地
帯
で
あ
る
。
熊
本

県
地
域
防
災
計
画
試
算
に
よ
る

と
、
本
市
の
被
害
試
算
は
、
木

造
住
宅
１
４
６
８
６
戸
中
、
19

㌫
の
２
８
０
９
戸
が
倒
壊
、
さ

ら
に
道
路
決
壊
、
集
落
孤
立
、�

予
想
外
の
被
害
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
常
に
、
大
規
模
災
害
発

生
を
予
測
し
、

国
及
び
県
へ
の

積
極
的
関
与
を

求
め
て
い
く
。

な
お
、
公
約
で

あ
る
「
安
心
・

安
全
都
市
宣
言
」

で
は
、
ハ
ー
ド

面
と
し
て
、
元

自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
跡
地

を
利
用
し
た
、
健
康
設
備
、
食

糧
備
蓄
を
含
め
た
大
規
模
防
災

公
園
の
整
備
を
進
め
、
最
小
の

人
的
・
物
的
被
害
で
対
応
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
防
災
意

識
の
常
時
啓
発
、
正
確
・
敏
速

な
情
報
伝
達
、
防
災
無
線
の
運

用
。
特
に
、
自
分
達
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
。
「
自
己
防

衛
意
識
」
及
び
「
自
己
防
衛
組

織
」
を
地
域
共
同
体
の
総
意
の

も
と
に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
ら
に
、
市
民
の
啓
発
学
習
に

つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
広
報
活
動
と
共
に
実
践

す
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
災
害
対
策
運
用

に
当
た
っ
て
は
高
齢
化
社
会
を

目
線
に
、
弱
者
に
配
慮
し
た
対

応
に
心
が
け
た
い
。�

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て�

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て�
��

多数の家屋が全半壊した玄界島�
　　　　　    （提供：読売新聞社）�

児童虐待・DVなどの相談に応じます�

宇城市議会だより�

���

　
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報

告
す
る
。�

　
請
願
第
１
号
　
義
務
教
育
の
根
幹
を

な
す
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
請
願�

　
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
と
も

堅
持
し
て
い
く
べ
き
制
度
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
全
員
賛
成
で
採
択
す
べ
き

と
決
定
し
た
。�

　
請
願
第
３
号
　
「
扶
桑
社
の
中
学
校

の
歴
史
・
公
民
の
教
科
書
」
を
採
択
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願�

　
紹
介
議
員
で
あ
る
五
嶋
映
司
議
員
か

ら
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
教
科

書
の
選
定
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
の

良
識
あ
る
判
断
に
任
せ
た
い
と
い
う
意

見
、
扶
桑
社
の
教
科
書
は
問
題
点
が
多

く
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
を
無
視
し

た
内
容
で
あ
る
と
い
う
意
見
等
が
あ
り
、

賛
成
少
数
で
請
願
は
不
採
択
す
べ
き
と

決
定
し
た
。�

　
議
案
第
52
号
宇
城
市
一
般
会
計
の
教

育
委
員
会
所
管
の
予
算
及
び
議
案
第
56

号
宇
城
市
奨
学
金
特
別
会
計
予
算
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
。�

　
審
査
を
通
じ
、
当
委
員
会
の
意
見
と

し
て
４
項
目
を
集
約
決
定
し
た
。�

�

①
宇
城
市
子
ど
も
憲
章
の
制
定
及
び
中

学
生
の
職
場
体
験
の
５
日
連
続
実
施

を
す
べ
き
で
あ
る
。�

②
全
体
的
に
委
託
料
が
高
い
の
で
入
札

を
行
う
な
ど
安
く
な
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。�

③
ウ
イ
ン
グ
松
橋
や
ラ
ポ
ー
ト
で
、
も

っ
と
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。�

④
ウ
イ
ン
グ
松
橋
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な

職
員
を
配
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

も
ら
い
、
施
設
の
保
守
点
検
に
つ
い

て
は
、
職
員
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。�

�

　
以
上
、
当
委
員
会
の
審
査
の
報
告
と

す
る
。�

文
教
常
任
委
員
会
報
告�

���

　
本
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
の
中
で
、

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
と
結
果
を
報

告
す
る
。�

【
市
民
部
所
管
】�

①
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て�

　
営
業
目
的
の
大
量
閲
覧
や
犯
罪
へ
の

悪
用
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

条
例
な
ど
で
閲
覧
制
限
を
す
べ
き
で
あ

る
。�

②
レ
セ
プ
ト
点
検
に
つ
い
て�

�

個
人
情
報
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
職

員
が
あ
た
る
べ
き
で
あ
る�

③
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
交
付
金
に
つ
い
て�

　
市
民
に
趣
旨
を
普
及
し
、
さ
ら
に
拡

大
す
べ
き
で
あ
る
。�

【
福
祉
部
所
管
】�

①
健
康
立
市
に
向
け
て
の�

　
　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
つ
い
て�

　
医
療
費
が
現
予
算
の
33
㌫
を
占
め
て

い
る
。
住
民
啓
発
を
図
り
、
住
民
パ
ワ

ー
を
炸
裂
さ
せ
、
一
年
で
も
早
く
こ
の

計
画
が
成
功
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。�

②
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て�

　
数
的
に
も
多
い
要
支
援
者
に
つ
い
て
、

追
跡
調
査
を
し
、
市
独
自
の
方
法
で
改

善
、
自
立
の
方
向
へ
も
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。�

　
な
お
、
当
委
員
会
の
集
約
し
た
意
見

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。�

�

（1）
財
政
が
厳
し
い
折
、
税
の
収
納
率

を
上
げ
る
た
め
、
夜
間
徴
収
も
含
め

取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。�

�

（2）
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
グ

レ
ー
ド
の
高
い
、
風
格
の
あ
る
市
民

病
院
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。�

�

（3）
出
産
祝
金
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

対
策
の
面
か
ら
も
再
度
見
直
し
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。�

�

（4）
公
立
保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
地
域
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
さ
ら
に
施
設
整
備
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。�

�

（5）
ご
み
収
集
の
委
託
に
つ
い
て
は
、

旧
町
の
委
託
契
約
内
容
を
引
継
ぎ
、

随
意
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
が
、
温

度
差
が
あ
る
の
で
、
早
急
に
調
整
す

べ
き
で
あ
る
。�

�

　
以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
報
告
と

す
る
。�

民
生
常
任
委
員
会
報
告�

賛否が分かれた「新しい歴史・公民の�
教科書」の採択問題�


